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当団のパソコンによる牛群検定情報の活用ツールである繁殖台帳Webシステムにおいて、表記の乳中ケトン体
（BHB）と脂肪酸組成（FAO）のグラフ機能が新たに加わりました。そこで、今回は、この新規機能とその活用方法
を紹介したいと思います。記述の中に略称が多く出てきますので、最後にまとめておきましたので、ご参照ください。

なお、これらBHBとFAOについて本誌No.183、No.197でも紹介しました。バックナンバーを当団HPで閲覧で
きますので合わせてご参照ください。

【LIAJホームページでご覧いただけます】
ホーム/広報・印刷物/LIAJ news/号数 183/解説　新しい牛群検定成績表について（その67）
ホーム/広報・印刷物/LIAJ news/号数 197/解説　新しい牛群検定成績表について（その81）　

1　BHBとFAOとは　

BHBとFAOは、どちらも牛の過肥や削痩といった
飼養管理に密接に関係するもので、その活用は混同さ
れがちです。上述のバックナンバーで解説しました
が、再度以下の通りまとめておきます。

（1）BHB
BHBとは生乳中の乳中ケトン体の一種であるβヒド

ロキシ酪酸のことです。ケトン体という名が示すとお
り、周産期病であるケトーシスの原因となるケトン体
を、牛乳サンプルから直接測定しています。ケトーシス
判定の目安は0.13mM/L以上ですが、乳量減少等の経済
的損失が伴わなければ飼養管理改善の範疇です。ケト
ーシスの原因は、牛体の削痩が主ですが、消化器疾患
や乳房炎から継発する二次性のもの、酪酸発酵サイレ
ージが原因のものなどが知られています。原因が多岐
にわたるという点でFAOとは意味合いが異なります。

なお、BHBが0.13mM/Lを超えている牛で、乳量減
少や不受胎といった経済的損失を伴う場合は、速やか
に獣医師に相談してください。

（2）FAO
脂肪酸組成FAOとは生乳中の乳脂肪を粗飼料由来、

濃厚飼料や体脂肪由来のものをそれぞれDNFデノボ

脂肪酸とPRFプレフォーム脂肪酸、およびMIFミック
ス脂肪酸に分類したものです（図 1 ）。BHBのように
ケトーシスとは直接的な関係はありません。

図 1 のような性質から粗飼料や濃厚飼料の食い込
み、牛体の削痩などのモニタリングに利用できます。
その目安は表 1 のとおりですが分娩後60日で大きく変
化する場合が多いため区分した目安になっています。
DNFはこの値以上であれば充分に粗飼料を食い込ん
でいるとされますが、下廻る場合は粗飼料の食い込み
が足りないことになります。PRFがこの値以下であれ
ば濃厚飼料の食い込みも適度で牛体の削痩もないこと
になります。しかし、この値を上廻る場合は要因が複

図1　脂肪酸組成の由来
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数考えられるため検討が必要です。例えば、牛体の激
しい削痩や濃厚飼料特に油脂系の飼料の過給等です。
特に乾乳期に過肥になった牛が分娩後の削痩時に良く
現れる現象です。

2　繁殖台帳Webシステム

当団より提供されるインターネットによる牛群検定
の活用ツールです。牛群検定農家や検定組合などの関
係者であれば誰でも無料で使用することができます。
繁殖台帳Webシステムについて冒頭に記したHPでの
バックナンバー（No.127、その13）に基本的な事項を
記していますが、マニュアル操作方法の動画も配信し
ています。

【LIAJホームページでご覧いただけます】
ホーム/牛群検定・個体識別/繁殖台帳Webシステム/
プロモーションビデオ

なお、IDとパスワード等については検定組合もし
くはメールでお問い合わせください。
toiawase@liaj.or.jp

3　BHB活用事例

（1）検定成績表
従来の検定成績表を中心としていた活用では図 2 に

示したように分娩後に乳脂率 5 ％を超える牛（図中
①、②）やP ／ F比が0.7以下の牛（図中①、③）、
BCSが急速に削痩している牛（図中③）は、栄養不足
によりケトーシスの可能性があるので牛体を観察する
こととしていました。また、どの泌乳ステージでも乳
脂率が 5 ％以上（図中④）であれば、やはり可能性が
あります。今回のBHBのグラフでも観察そのものは変
わらないのですが、検定成績表で怪しい牛について
BHBを知ることができます。

（2）成績表からBHBグラフへ
上述の農家の例のBHBグラフの表示の仕方は図 3

に上げたとおりです。図 4 の画面は、BHBのみを表示
していますが、FAOについても表示可能です。

上述の牛については、図 2 及び 4 の図中①、②、③
のBHBが0.13mM/L以上となっており、ケトーシスの
可能性が一段と高まっています。しかし、ケトーシス
に限りませんが、周産期病の多くは、実際に症状が現
れて経済的損失があった時点でケトーシスを罹患した
こととなりますので、牛体観察はやはり欠かせませ
ん。乳量の減少、ケトン臭、元気がない、食欲減退、
削痩などを確認するようにしてください。また、ケト
ーシスは栄養不足が原因としてあるので、乳房炎や第
四胃変位、乳熱、胎盤停滞、繁殖障害を引き起こしま

表1　脂肪酸組成の良好を示す指標

脂肪酸
分娩後

～ 60日 61日～
デノボFA 22％以上 28％以上
プレフォームFA 50％以下 40％以下

全乳期
デノボMilk 0.9％以上

図2　検定成績表（個体検定日成績）
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す。BHBが高い牛はこれらの病気についても注意が
必要となります。ちなみに、図中①、②、③の牛の検
定成績表上での乳量は分娩後初期としては十分な乳量
であるため経済的損失は伴っていません。

図中④については、幸いにしてBHB値は低いので
ケトーシスの可能性は低いものと考えられますが、念
のためやはり牛体観察を行えばより安心です。

（3）BHBグラフから成績表へ
図 4 のBHBグラフでは上述の図中①～④以外にも

BHB値が高い（図中x）と（図中y）の 2 頭を検出し
ています。この場合も牛体観察で何事もなければ良い

のですが、ケトーシスは継発性も知られています。例
えば、乳房炎からケトーシスと言うようなものです。
乳房炎という炎症ががあれば痛みも伴うことから、食
欲不振となることは容易に連想されるものです。その
意味で（y）の牛など、体細胞数が高く、明らかに乳
房炎なので食欲不振となっていると考えられます。
（x）の牛はスペースの関係で記載できませんでした
が、分娩後126日経過しているにもかかわらず、授精
が行われていません。何らかの生殖器系の病気から繁
殖障害を起こしている可能性もあり、そこから食欲不
振となっている可能性が考えられます。

また、本事例は異なりますが、牛群の多くがBHB
が高い場合は、給与しているサイレージの酪酸発酵が
原因となっていることがあります。

（4）回帰曲線
図 4 のグラフにはBHBのクネクネとした回帰曲線が

表示されています。この曲線の状態から、泌乳ステー
ジからみた飼養上の特徴を読み取ることができます。
図 4 の例では、BHBが高いのは泌乳初期のみであり、
その後は（x）や（y）があるものの曲線は0.13mM/L
を下廻っています。（x）や（y）は、他の病気から継
発してこれからケトーシスを罹患するのかも知れませ
んが、飼料給与的なものではないので回帰曲線からは
泌乳初期以外は良好と言えると考えられます。泌乳初
期のケトーシスは乾乳期管理を改善することで好転す
ることが知られていますので、獣医師や農協等の技術

図4　ベ－タヒドロキシ酪酸BHBグラフ（凡例×）

図3　繁殖台帳WebでのFAO・BHBグラフの閲覧方法
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者に相談してみると良いでしょう。　
　

4　FAO活用事例

（1）FAO
上述のBHB事例と同じ農家のFAOのグラフになり

ます。乳牛は分娩後に泌乳量が急激に増加しますが、
採食量はこれに追いつきません。このことが乳成分に
影響してしまいます。採食量が追いつかないとは、削
痩すなわち体脂肪分解により遊離脂肪酸を発生させる
こととなり、遊離脂肪酸は乳脂肪に作りかえられたた
め削痩した牛は乳脂率が 5 ％を超えるようになるわけ
です。肝臓で処理しきれない遊離脂肪酸はケトン体と
なります。

すると、上述のBHBで解説したケトーシスが疑わ
れる図中①、②、③は、PRFは充分に低く削痩はあま
り進んでいないと考えられます。ところが、粗飼料の
食い込みをあらわすDNFは良好ラインを超えていま
すが、いずれもギリギリな状態です。図中①、②、③
については、BHBからケトーシスが疑われるレベル
ですが、体脂肪分解は進んでおらず、飼養管理の改善
で対応できると考えられます。

（2）回帰曲線
DNFとPRFのいずれも良好ラインを超える牛がい

ないことから、牛群の全体的な飼養管理はうまくいっ
ていると考えられます。ただし、泌乳後期にDNFと
PRFの曲線が逆転しています。これは泌乳後期に乳量

図5　脂肪酸組成FAOグラフ（凡例 デノボ脂肪酸DNF+、プレフォ－ム脂肪酸DNF ＊）

が減少してもピーク期と同様の飼養管理により栄養過
多で過肥になっている傾向となります。

（3）活用
BHBも含めてですが、今回は飼養管理が比較的うま

くいっている事例紹介となりました。現場で活用する
には、その逆となる事例を知ることも大切です。例え
ば、サイレージを酪酸発酵させてしまった場合、夏季
の粗飼料の摂取不足の場合、同じく夏季の乳脂率対策
で油脂系飼料等の濃厚飼料を過給した場合...等です。
このような場合に、BHBやFAOがどういった動きとな
るか、まだまだ調査が必要です。現在、BHBとFAOは
牛群検定で始まったばかりです。今後、このような事
例を集積して、次の機会にご紹介したいと思います。

5　略称について

・�BHB	� β-Hydroxybutyric acid　ベータヒドロキシ
酪酸　乳中ケトン体の一種

・FAO	Fatty acid origin　脂肪酸組成
・DNF	De novo Fatty acid　デノボ脂肪酸
・PRF	 Prefomed Fatty acid　プレフォーム脂肪酸
・MIF	 Mixed Fatty acid　ミックス脂肪酸
・�BCS	 Body Condition Score　ボディ コンディッショ

ン スコア過肥・削痩の判定
新しい牛群検定成績表について（その26）BCSの判

定を参照ください。
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